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編 集 規 程
第 1 条   本 規 程 は、雑 誌 『東 京 女 子 大 学 経 済 研 究』 を 編 集・発 行 す る た め の 手 続 き を 定 め る。
第 2 条 　 本 誌 は 原 則 と し て 年 1 回 発 行 さ れ る。
第 3 条    本 誌 の 編 集・発 行 は、 東 京 女 子 大 学 現 代 教 養 学 部 国 際 社 会 学 科 経 済 学 専 攻 （以 下、
　 　 　 　 　 経 済 学 専 攻 と い う） 会 議 が 定 め る 紀 要 編 集 委 員 会 が 行 う。
第 4 条   投 稿 論 文 等 の 掲 載 可 否 は、 経 済 学 専 攻 主 任 の 招 集 す る 審 査 委 員 会 の 審 査 を 経 て、　
　 　 　 　 　 経 済 学 専 攻 会 議 が 決 定 す る。
第 5 条   本 誌 に 掲 載 さ れ た 論 文 等 は、 本 学 あ る い は 本 学 が 委 託 す る 機 関 に お い て 電 子 化 ・ 公
                 開 す る こ と を 原 則 と す る。
投 稿 規 程
第 1 条  (1)  本 誌 へ の 投 稿 資 格 を 有 す る 者 は、 東 京 女 子 大 学 現 代 教 養 学 部 国 際 社 会 学 科 経 済
                      学 専 攻 会 議 メ ン バ ー お よ び 同 会 議 に よ っ て 認 め ら れ た 者 と す る。
                (2)  前 項 に 規 定 さ れ た 投 稿 者 は 査 読 を 希 望 す る こ と が で き る。
第 2 条  (1)  投 稿 可 能 な 原 稿 は、 経 済 学 お よ び 関 連 分 野 の 論 文、 研 究 ノ ー、 書 評、 調 査 報 告、
                     資 料 紹 介 等、 広 く 経 済 学 に お け る 研 究 ・ 教 育 に 資 す る も の と す る。
   (2)  原 稿 は 他 に 未 発 表 の も の に 限 る。 た だ し、 学 会 大 会 ・ 研 究 会 に お け る 口 頭 発 表 
                     に つ い て は こ の 限 り で な い。
査 読 規 程
第 １ 条  査 読 を 希 望 し た 論 文 の 採 否 は、 論 文 ご と に 紀 要 編 集 委 員 会 が 選 出 す る 2 名 以 上 の 査  
                読 者 に よ る 審 査 結 果 を 参 照 し て、経 済 学 専 攻 会 議 で 決 定 す る。査 読 者 は 公 表 し な い。
 第 ２ 条  査 読 者 は 広 く 経 済 学 専 攻 の 内 外 か ら 選 出 す る こ と が で き る。
 第 3 条   査 読 者 は 経 済 学 専 攻 オ フ ィ ス を 経 由 し て 著 書 に 対 し 質 問 し、 場 合 に よ っ て は、 内 容
　 　 　 　 　 の 訂 正 を 依 頼 す る こ と が で き る。
 第 4 条   掲 載 に あ た っ て は、 査 読 付 き 論 文 で あ る こ と を 明 記 す る。
執 筆 要 項
 1． 使 用 言 語 は 原 則 と し て 日 本 語 ま た は 英 語 と す る。
 2． 論 文 の 原 稿 分 量 は、 和 文 原 稿 の 場 合 は 400 字 詰 め 原 稿 用 紙 換 算 60 枚 以 内、 英 文 原 稿 の
　 　 　 場 合 は 9,600 語 以 内 と す る。
 3． 原 稿 は 横 書 き と す る。
 4.　 論 文 に は、和 文 要 約 （600 字 以 内 )、英 文 要 約 （300 語 以 内） お よ び 日 本 語・英 語 キ ー ワ ー
　 　  ド （各 5 語 以 内） を 添 付 す る こ と。
東 京 女 子 大 学 　 経 済 研 究   　 第 6 号
2019 年 4 月 30 日 発 行
編 集 ・ 発 行 　 〒 167-8585 東 京 都 杉 並 区 善 福 寺 2-6-1 
　 　 　 　 　 　 東 京 女 子 大 学 現 代 教 養 学 部 国 際 社 会 学 科 経 済 学 専 攻 紀 要 編 集 委 員 会
　 　 　 　 　 　Tel:03-5382-6759 　Fax:03-5382-4924
　
　
